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提案する植林事業の概要説明


1. 植林事業の名称
>>
下記を示す
－提案する植林事業の名称
－本計画書の作成日


2.　植林事業者名（当該植林事業の関係者）
>>
関係する事業者および所属国名を記載する。情報は、次のような表を使用して示す。
	国名
（事業実施国には（事業実施国）と記す）
	民間 and/or 公的機関
事業者名

	A国（事業実施国）
	· 民間企業A
· 公的機関B

	日本国
	· 民間企業C
· 公益財団法人D


植林事業者の連絡先情報は添付資料1を参照。


3.　植林事業の所在地
>>
○○国　○○州　○○県　○○郡　○○村


4.　植林事業計画（年次別植林面積・樹種、伐採時期・面積、総事業期間）
>>
年次別植林面積：
樹種：
伐採時期：
面積：
当該植林事業期間：
当該植林事業の植林箇所別年次別事業計画は、添付資料2を参照。


5.　植林事業の目的、実施体制
>>
説明には下記を含むこと：
－提案する植林事業の目的；
－提案する植林事業の実施体制（どのように実施されるのかを説明、例えば、誰が何を担当するのか）；


6.　植林事業の境界（地図）
>>
植林事業の植林箇所位置図は、添付資料3を参照。
なお、植林事業の境界（地図）とは、事業者の管理下にある植林事業を地理的に線引きしたものである。
本認証における植林事業は、1つ以上の離れた土地区域を含むことができる。もし、ひとつの植林事業が1つ以上の離れた土地区域を含む場合は：
－各々の離れた土地区域は地理的に一意的に識別されていなければならない；
－各々の離れた土地区域について境界は明確にされなければならない。なお、離れた土地区域の間の区域は含まれない。


7.　提案する植林事業が計画されている区域の環境条件の説明、気候、水文、土壌、生態系の簡潔な説明を含む
>>
植林事業の対象区域における現在の環境条件の簡潔な説明を提示する。気候、水文、土壌、生態系の説明を含める。


8.　土地の法的所有権、現在の土地保有・土地利用状況
>>
植林事業対象地の法的土地所有権、現在の土地保有・土地利用状況について説明をする。


9.　提案する植林事業によって認証されるCO2吸収量の権利関係
>>

	提案する植林活動によって認証されるCO2吸収量の権利について説明をする。認証されるCO2吸収量の権利者が誰なのかを特定する。
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